
 

 

 

 

 

 

 

 

シンポジウム 

「多様な主体の連携による里海保全」 

 令和 2 年度 水産多面的機能発揮対策報告会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年２月２２日 

一 橋 講 堂 

 

 

 

主催：全国漁業協同組合連合会・全国内水面漁業協同組合連合会 

後援：東京新聞・中日新聞・伊勢新聞・徳島新聞・南日本新聞 

全国地方新聞社連合会 

  



 



目  次 

プロフィール ・・・ 1 

講演 「多様な主体の連携による里海保全」 木村尚 氏 ・・・ 5 

活動報告 

（１）「博物館の伝える使命と合致」 ・・・ 17 

浦村地区藻場保全活動組織（三重県鳥羽市） 

発表者：鳥羽市立海の博物館 館長 平賀大蔵 氏 

（２）「ふるさと西浦を愛する心を育む」 ・・・ 25 

蒲郡市漁場環境保全協議会（愛知県蒲郡市） 

  発表者：蒲郡市立西浦小学校 校長 林正人 氏 

（３）「海域公園のサンゴを守る地域ぐるみの活動」 ・・・ 35 

竹ヶ島海中公園のエダミドリイシサンゴを守る会（徳島県海陽町） 

発表者：海陽町観光協会 藤田奈都季 氏 

（４）「ふるさとの川 高尾野川を守るための地域連携」 ・・・ 41 

高尾野川をきれいにする会（鹿児島県出水市） 

発表者：高尾野内水面漁協 代表理事組合長 髙崎正風 氏 

ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ 「多様な主体との連携の推進に向けて」樋田陽治 氏 ・・・ 51 

ポスター 

（１）小猿部川の伝統漁法を守る会（秋田県北秋田市） ・・・ 57 

（２）酒田港藻場づくり会（山形県酒田市） ・・・ 58 

（３）矢作川の環境を守る会（愛知県豊田市） ・・・ 59 

（４）櫛田川第一漁業協同組合活動組織（三重県松阪市） ・・・ 60 

（５）早田地区再生協議会（三重県尾鷲市） ・・・ 61 

（６）取り戻そう再生赤野井湾（滋賀県守山市） ・・・ 62 

（７）前潟干潟研究会（広島県廿日市市） ・・・ 63 

（８）藤曲浦地区活性化グループ（山口県宇部市） ・・・ 64 

（９）下関ひびき藻場保全グループ（山口県下関市） ・・・ 65 

（10）伊木力漁場保全の会（長崎県諫早市） ・・・ 66 

（11）安岐地区藻場干潟保全活動組織（大分県国東市） ・・・ 67 

（12）日出地域活動組織（大分県日出町） ・・・ 68 

（13）大根占藻場保全会（鹿児島県錦江町） ・・・ 69 

（14）万之瀬川振興会（鹿児島県南九州市） ・・・ 70 





プロフィール 

◆講演

木村 尚（きむら たかし） 

ＮＰＯ法人海辺つくり研究会理事（事務局長）、 

東京湾の環境をよくするために行動する会幹事、 

(株)ＭＡＣＳ取締役、(株)森里川海生業研究所取締役、 

東京湾再生官民連携フォーラム委員、ブルーカーボン研究会委員、 

水産多面的機能発揮対策 連携推進検討部会 アドバイザー、 

他多数の市民活動団体に参加協力 

現体験の海は石川県能登半島。東京湾を子供たちが泳げる豊かで美しい海にしたと考え、市

民参加型でワカメの育成による水質浄化や、アマモ場再生活動、干潟の再生、海苔養殖の復活、

全国アマモサミットの開催協力、海辺の自然再生高校生サミット主催、東京湾大感謝祭主催（東

京湾大感謝祭 PT長）などを行い、全国の海辺の環境再生に協力している。 

主な著書に『都会の里海・東京湾』、『森里川海をつなぐ自然再生』（共著）、『ハマの海づくり』

（共著）、『海辺の達人になりたい』（共著）、『江戸前の魚喰いねえ 豊饒の海 東京湾』（共著）

などがある。木村尚の沖釣り海游学『温暖化と向き合う日本の海』（つり情報社）連載中。 

ＮＨＫ、Ｅテレの東北発未来塾に塾長役として出演し、海辺の環境再生と人々の生活の繋が

りの重要性をうったえた。現在、日本テレビ系『ザ！鉄腕！ダッシュ！！：ダッシュ海岸をつ

くりたい』にレギュラー出演中。 

◆コーディネーター

関 いずみ 

東海大学海洋学部海洋文明学科教授 

（一社）うみ・ひと・くらしネットワーク代表理事 

水産多面的機能発揮対策 連携推進検討部会 委員 

（財）漁港漁場漁村技術研究所勤務を経て現職。専門は、漁村社会学、地域計画。交流活動

を活かした漁村観光の役割や展望について、実践活動を合わせた調査研究を実施している。2020

年には、仲間たちとともに漁村女性の応援団、（一社）うみ・ひと・くらしネットワークを立ち

上げ、活動開始中。 

著書、論著に『持続する漁村社会を目指して－地域活性化の起爆剤としての漁村女性の起業

活動－』（水産振興）、『女性からみる日本の漁業と漁村』（共著）、『高齢社会のあり方への一考

察－漁村における高齢者活動の事例より－』（海洋力国際学術交流研究会論文集 第 1 号 2017

年）、『若者による地域の継承と創造』（漁協 第 34巻第 3号 2017年）など。 
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◆コメンテーター

大浦 佳代 

海と漁の体験研究所 主宰 

水産多面的機能発揮対策 連携推進検討部会 委員 

ライター・フォトグラファー。漁業・農業・自然体験・教育などの分野で、新聞や雑誌など

に執筆。「海と漁の体験研究所」を主宰し、漁村と都市、生産者と消費者を結ぶ都市漁村交流の

研究などを行う。著書に『漁師になるには』、『港で働くひとたち』、『牧場・農場で働くひとた

ち』、『持続可能な漁村の“交流術”1・2』（「水産振興」576号、614号）や『森の学校・海の学

校』（共著）など。 

關口 寿也 

東京都多摩市立南鶴牧小学校校長、全国小中学校環境教育研究会研究広報部長 

「持続可能な開発のための教育(ESD)」に関する円卓会議委員 

水産多面的機能発揮対策 連携推進検討部会 アドバイザー 

地球温暖化防止コミュニケーター、コア・サイエンス・ティーチャー認定教員 

大学在学中、原子力発電開発や地球温暖化（温室効果）について学び、東京都公立小学校教

諭となり環境教育を実践してきた。総合的な学習の時間の黎明期より、エネルギー（原子力発

電）、食糧問題、ゴミ問題、地球温暖化等についてカリキュラムを作成し、指導してきた。町田

市、大田区、多摩市公立学校教諭、多摩市立小学校副校長を経て現職。環境教育を核としたＥ

ＳＤの推進により、ＳＤＧｓの達成及び、子供を変えることで世界を変えることを信条に研究

を進めている。 

樋田 陽治 

元山形県内水面漁業協同組合連合会 

水産多面的機能発揮対策 連携推進検討部会 座長 

遊佐町めじか地域振興協議会 学識経験委員 

山形県の水産行政、内水面漁連参事を務め、海面・内水面の振興にあたる。専門分野はサケ

増殖事業、内水面・希少魚（イバラトミヨ）保全、魚食普及など。「第 36 回全国豊かな海づく

り大会（山形県酒田市・鶴岡市）」の企画専門委員会委員長を務める。 
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